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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

■�申�
■�問�

学習の成果を楽しく発表�
20年度中央・鷹巣地区公民館合同閉講のつどい

　平成20年度中

央・鷹巣地区公民

館合同閉講のつど

いが２月27日、定期

講座受講生130人の

参加のもと、中央公民館

ホールで開催されました。�

　発表部門では、中央公民館講座受講生の畠山テル子

さん、綴子公民館講座受講生の成田ノリ子さん、栄公民

館講座受講生の佐藤秀子さん、坊沢公民館講座受講生

の永井愛子さんが今年度の講座を受講した動機や活動

を通しての感想などを語りました。�

　交流会での演示部門では計５団体が活動の成果を発

表。七日市公民館の「卓球教室」をトップバッターに、同

公民館の「大きな声で楽しく歌う会」、栄「リズム体操」「歌

のつどい（カラオケ）」、綴子「健康レクダンス」、と披露し、

最後は七日市公民館講座講師の金新佐久先生のピアノ

伴奏による「北上夜曲」を全員合唱で締めくくりました。�

　各講座受講生が互いに一年間の労をねぎらいながら

ステージ上で１年間学んだ成果を思う存分、楽しく披

露し、会場一体となって和やかなムードに包み込まれ

たつどいとなりました。�

�

▼

　
１
年
間
の
学
習
の
成
果
を
会
場
一
体

と
な
っ
て
楽
し
く
披
露
し
ま
し
た

�

�

�

　
中
央
公
民
館
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
望

ん
で
い
る
学
習
や
趣
味
を
深
め
る
お
手
伝
い

と
し
て
、平
成
21
年
度
も
多
く
の
講
座
を
開

設
す
る
予
定
で
す
。各
講
座
の
募
集
案
内
は

広
報
５
月
１
日
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
が
、

今
号
で
は
、４
月
か
ら
１
年
間
実
施
す
る
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。�

■
「
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場
」�

　
入
園
前（
満
１
歳
以
上
）の
子
供
と
保
護
者

を
対
象
に
、集
団
で
の
遊
び
等（
親
子
で
体
操
・

季
節
に
合
わ
せ
た
作
品
作
り
な
ど
）を
通
じ

て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
中
の
母
親（
保
護
者
）の
交

流
・
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。�

開
催
期
間
　
４
月
〜
翌
年
３
月�

開
催
日
　
月
１
回
第
２
月
曜
日（
４
月
は
第

３
月
曜
日
の
20
日
に
開
催
）�

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

講
　
師
　
石
郷
岡
順
子
さ
ん
、村
上
美
保
子
さ
ん�

対
　
象
　
入
園
前（
満
１
歳
以
上
）の
子
供
と

保
護
者�

定
　
員
　
30
組�

参
加
費
　
無
料�

　
　  

市
中
央
公
民
館
a

62-

１
１
３
０�

����

　
機
構
改
革
に
伴
い
、生
涯
学
習
課
と
中
央

公
民
館
が
１
つ
に
な
り
、事
務
室
の
場
所
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▽
生
涯
学
習
班�

業
務
＝
生
涯
学
習
の
推
進
、公
民
館
活
動
な
ど�

場
所
＝
中
央
公
民
館
１
階�

　
　
　（
旧
中
央
公
民
館
事
務
所
）�

連
絡
先
a

62-

１
１
３
０
・
62-

６
６
１
８�

▽
文
化
班�

業
務
＝
文
化
振
興
、文
化
財
保
護
、遺
跡
発
掘

　
　
　
調
査
な
ど�

場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階�

連
絡
先
a

62-

６
６
４
１�

�

受
講
生
募
集 

中
央
公
民
館
定
期
講
座�

組
織
変
更
の
お
知
ら
せ�

生
涯
学
習
課
と
中
央
公
民
館
が
一
体
に�

▲子育て中のお母さんたちの情報交換の場にもな

っている「母と子のわくわく広場」
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■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

　「
マ
タ
ギ
」は
、北
国
の
厳
し
い
冬
の
自

然
環
境
の
も
と
、山
の
神
様
を
信
じ
な
が

ら
生
活
し
、熊
や
鹿
な
ど
の
獣
を
集
団
で

狩
猟
し
た
人
々
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。彼

ら
は
厳
し
い
き
ま
り
と
マ
タ
ギ
独
特
の
言

葉
や
伝
統
、方
法
に
従
っ
て
狩
り
を
し
ま
す
。�

　
マ
タ
ギ
と
い
う
言
葉
の
由
来
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、▽
山
に
住
む
鬼
よ

り
も
強
い
と
い
う
意
味
で「
又
鬼
」▽
山
を

「
ま
た
ぐ
」意
か
ら
▽
ア
イ
ヌ
語
の「
マ
タ

ウ
ン
パ（
雪
で
狩
り
を
す
る
人
）」が
語
源

と
な
っ
た
、な
ど
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り

ま
す
。江
戸
時
代
の
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
は
、

鹿
角
市
湯
瀬
で
出
会
っ
た
狩
人
を「
万
田
幾
」

と
記
し
て
い
ま
す
。�

　
山
の
神
を
信
仰
し
、リ
ー
ダ
ー（
シ
カ
リ
）

は
マ
タ
ギ
の
秘
伝
書
で
あ
る「
山
立
根
本

之
巻
」「
山
達
由
来
之
事
」と
い
う
巻
物
を

大
事
に
し
た
と
い
い
ま
す
。い
わ
ば
狩
猟

許
可
証
で
す
。狩
り
の
朝
は
シ
カ
リ
の
家

に
集
合
し
儀
式
を
行
い
ま
し
た
。い
っ
た

ん
山
に
入
る
と
、マ
タ
ギ
の
山
言
葉
で
あ

る
サ
ン
ゴ
、シ
ル
ベ
、サ
ン
ペ
、ハ
ッ
ケ
な

ど
の
独
特
の
言
葉
し
か
使
っ
て
は
い
け
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。寒
さ
に
耐
え
、身

軽
に
走
れ
る
特
別
な
服
装
、火
縄
銃
、槍
、

ガ
バ
サ
ミ（
罠
）や
ナ
ガ
サ（
山
刀
）と
言
わ

れ
る
狩
り
の
用
具
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

捕
獲
の
順
序
や
方
法
が
あ
り
、役
割
も
し
っ

か
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
固
有
の
文
化
を
伝
え
る
阿

仁
マ
タ
ギ
用
具
１
２
６
点
が
県
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、そ
の
一
部
が「
マ
タ
ギ
資

料
館
」（
阿
仁
打
当
）と
根
子
児
童
館（
阿
仁

根
子
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

▽
昭
和
34
年
１
月
県
指
定
有
形
文
化
財（
民

俗
資
料
）▽
資
料
／「
マ
タ
ギ
資
料
館
」「
北

鹿
は
宝
箱
」ほ
か
▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市

文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
照
内
捷
二�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

14
�

  

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

　
　
「
阿
仁
マ
タ
ギ
用
具
」�

所
在
地
　
北
秋
田
市
阿
仁
打
当
字�

　
　
仙
北
渡
道
上
66-

１（
マ
タ
ギ
資
料
館
内
）�

管
理
者
　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会�

▲
　
マ
タ
ギ
資
料
館

　
　（
阿
仁
打
当
）

　
平
成
21
年
度
高
齢
者
大
学
が
各
地
区

で
開
講
し
ま
す
。受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、生
涯
学
習
課
・
各
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。�

　
運
営
費
は
い
ず
れ
も
千
円
で
す
。

■
高
鷹
大
学�

テ
ー
マ
　「
仲
間
と
楽
し
く
学
び
合
お
う
」�

内
　
容
　
全
体
講
座
年
６
回
程
度
。ク
ラ

ブ
月
１
〜
２
回
。�

対
　
象
　
55
歳
以
上
の
方
　�

受
　
付
　
４
月
１
日（
水
）〜
４
月
17
日（
金
）�

　    

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
　
a

62-

１
１
３
０
・
62-

６
６
１
８�

■
森
吉
大
学�

テ
ー
マ
　｢

新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し

て
み
よ
う｣�

内
　
容
　
年
６
回
の
実
施
を
予
定（
講
演

会
・
移
動
研
修
・
健
康
教
室
な
ど
）�

対
　
象
　
55
歳
以
上
の
方�

受
　
付
　
４
月
１
日（
水
）〜
４
月
30
日（
木
）�

　
　
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

　
　
a

72-

３
２
５
９�

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学�

テ
ー
マ
　「
豊
か
な
人
生
づ
く
り
を
学
び

あ
う
」�

内
　
容
　
年
８
回
の
実
施
を
予
定（
講
演

会
、移
動
研
修
、運
動
会
な
ど
）�

対
　
象
　
60
歳
以
上
の
方（
希
望
す
る
場

合
は
55
歳
か
ら
で
も
可
）�

受
　
付
　
随
時
募
集�

　
　
　
合
川
公
民
館 

a

78-

２
１
１
４�

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学�

テ
ー
マ
　「
楽
し
く
学
ん
で
い
き
い
き
と
！
」�

内
　
容
　
年
６
回
。（
講
演
会
、移
動
研
修
、

歴
史
探
訪
な
ど
）�

対
　
象
　
60
歳
以
上
の
方�

受
　
付
　
４
月
17
日（
金
）〜
５
月
８
日（
金
）�

   

　 

　
阿
仁
公
民
館 

a

82-

２
２
２
０�

����

　
放
課
後
子
ど
も
教
室「
い
き
い
き
タ
イ

ム
」は
、週
１
回
、子
ど
も
た
ち
に
遊
び
や

工
作
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
す
る

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。教
室
の
お
手
伝

い
で
き
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�

◎
謝
金
あ
り（
時
給
）�

　
　
　
教
育
委
員
会�

　
　
　
生
涯
学
習
課�

　
　
a

62-

１
１
３
０�

　
　
a

62-

６
６
１
８�

受
講
生
募
集�

高
齢
者
大
学
が
始
ま
り
ま
す
！�

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
指
導�

い
き
い
き
タ
イ
ム
指
導
員
募
集�

▲


